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合唱演奏会を契機とした合唱団員の意識の変容（２）
― ３名の団員に着目して ―

虫明眞砂子　・　早川　倫子

　本稿では，合唱団員に対して実施したアンケート調査の分析によって明らかとなった，合
唱演奏会の前後における団員の意識の変容についての全体的な傾向を踏まえて（虫明 , 
2020），個々の団員の意識変化について，演奏会前の意識の異なる３名を抽出して，SCAT
を用いて分析を行った。その結果，演奏会前に，異なる方向へ向けられていた３名の団員の
意識は，演奏会中の超越的な体験によって，演奏会終了後には，団員や指揮者との信頼関係
へ向けられていることが挙げられた。また，個々の団員の練習参加頻度は，演奏会前の「指
導者との関わりや指導内容」や演奏会後の「個々の思い」の変容に影響することも明らかに
なった。これらから，合唱の日々の美的追究やコンサート本番における音楽による生きたコ
ミュニケーションによって成立する感動体験は，音楽的評価を超えて，人と人とを繋ぎ合わ
せる力を持っているということが考えられた。
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Ⅰ．はじめに
　合唱活動において，様々な演奏会に出演したり，
自主企画で演奏会を実施したりすると，普段の合唱
活動だけでは得られないような経験をし，演奏会前
後で団員の意識に大きな変容が生じることがある。
今回の調査対象である民間の合唱団イウス・フェ
ミーネ女声合唱団（以後，Ｉ女声合唱団と称する）は，
女性の人権問題解決について，チャリティコンサー
トの開催によって支援することが，大きな活動の目
的の一つとなっており，団員にとってコンサートの
位置付けは大きいと考える。
　そこで，本研究では，演奏会の実施によって演奏
会前後の団員の意識がどのように変わるのか，その
特徴と要因を探るために，Ｉ女声合唱団の演奏会終
了後に，合唱団員に対するアンケート調査を実施し
た。アンケート調査は，本番前，本番中，本番後に
対する自由記述式を用いた。それぞれの回答内容に
ついて分析した結果，１．練習方法・内容，２．団
員・仲間，３．指導者・指導内容，４．合唱技術・
特質，５．個々の思い，６．その他の６項目に分類
することができた（虫明，2020）⑴。虫明（2020）

によると，合唱団全体の傾向として，本番前，本番
中，本番後の中で，特に本番中の演奏時に，大きな
心理的変容が認められた。それは，指揮者と団員，
団員同士の相互の信頼関係を基盤としたもので，本
番中の指揮者の合唱指揮によって，一体感，開放感，
高揚感が高められ，団員各々が音楽的な力を発揮で
きたことにより，ピーク・パフォーマンスを成立さ
せたためと考えられた⑵。
　本稿では，意識の変容の団員全体の傾向を分析し
た虫明（2020）の結果を踏まえて，個々人内の意識
の変容に焦点を当て，SCATを用いてアンケート調
査結果を分析する。団員一人ひとりの合唱活動に対
する意識が，演奏会本番前から本番，終了後にどの
ように質的に変容したのか，今回は特に，演奏会前
の練習過程における意識において，異なる傾向を示
す３名の具体例を示しながら，個人内における合唱
活動及び合唱演奏会の意義について考察する。

Ⅱ．Ｉ女声合唱団に対するアンケート調査について
１．調査対象者
　アンケート調査は，虫明（2020）に示したように，
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○ 現在の割りばしの生産について資料を読み
取らせる。
○ 割りばしをどこの国から輸入しているのか，
資料を読み取らせる。
○ パプアニューギニアの状況について説明す
る。

○ コンビニはどの程度割りばしを購入してい
るのかを説明する。（どこの会社かは伏せて
おく。）
○ 原生林の変化の資料を読み取る。

◎�このままでは，地球上の森林がどんどん減
少してしまう。地球上の森林を失くすこと
なく，今と同じ環境を維持するためには，
10年後，20年後に自分たちはどのような生
活をしていなければならないかを考えさせ
る。

・ 国内の生産量が激減している。
・ 国内の割りばし工場が減っている。

・ 中国，パプアニューギニアなど。
・ パプアニューギニアの位置を地図で確認し，
写真で現地の生活を想像する。
・ スーパーが発達していない。
・ 水が売られている（水道が発達していない）
・ 貧しそう。・自然がきれい。
・ 木を切って，販売している
・ コンビニ売り揚げ高の資料を読み取る。

・ 緑が減少していることに気付く。

・ 弁当を買うのではなく，再利用可能な容器
を使って食事をとるようにする。
　割りばしを使わないようにする。
　再利用可能な弁当容器を開発する。

［展開２］
目標達成の
ための行動
計画の設計

○ 同じような目標を設定した者同士でグルー
プを作らせる。
○ グループで，次の課題を話し合わせる。
　 設定した10年後，20年後の目標を達成する
ために今からどのように生活を変えていけ
ばよいか。
○ グループで話し合わせる際に，下記の点に
留意させる。
　① 一人ではなく，できるだけ多くの人と共
に行動するためにはどうすればよいか。

　② 計画通りに活動が進んでいるかどうかを
どのように示すか，その指標は何か。

［終結］
行動計画の
提案

○ グループごとに設計した行動計画を発表さ
せる。
○ 他のグループの発表を聞いたうえで，自分
たちの計画を見直させ，最終案を作るよう
に指示する。

（指導案作成にあたっては，「先生のための教育事典ＥＤＵＰＥＤＩＡ」で紹介されていた「割り箸で社会の変化を捉え
よう―考え，意見を言える授業―（立命館小学校　柳沼孝一先生）」を参考にした。https://edupedia.jp/
article/5462080a4bad9b19b9a2fc8a（最終閲覧2020年11月20日））
［参考文献］田中淳夫「割りばしはもったいない？−食卓から見た森林問題」ちくま新書，2007年。
＊本指導案は，横川が作成したものを，桑原が修正・補足した。
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2018年の第７回チャリティコンサートへ参加した
合唱団員25名を対象に行った。調査対象者の年齢は，
40代５名，50代７名，60代10名，70代３名の計25
名となっている。また，この合唱団の特徴として，
様々な職種によるメンバーから構成されていること
が挙げられる（虫明，2015）⑶。その職種と人数は，
教員（小・中・大等）９名，自営業（弁護士，法律
事務職員，デザイン事務所，英語スクール代表）４
名，会社員２名，パートタイマー３名，専業主婦４
名，その他３名（薬剤師，理学療法士，自営フリー
ランス）である。在団期間は，２年～３年が２名，
４年～５年が３名，５年以上が11名，10年以上が
９名，さらに，チャリティコンサートの参加回数に
ついては，全７回のうち，１回参加が１名，２回参
加が４名，３回参加が４名，４回参加が３名，５回
参加が５名，６回参加が１名，７回全て参加が７名
となっており，ほとんどのメンバーが活動を継続し
ていることがわかる⑷。

２．調査期間と調査内容
　調査期間は，演奏会終了後の2018年11月15日～
2018年11月30日となっている。調査内容は，主に，
合唱活動の動機（選択式），練習過程の感想（自由
記述式），本番中の感想（自由記述式），終了後の感
想（自由記述式），これまでのコンサートとの相違（自
由記述式），継続希望（５件法式），課題（２項目，
自由記述式），演奏曲目の感想（自由記述式）とし
た（虫明，2020）。

３．倫理的配慮
　虫明（2020）に示したように，本調査では，まず，
演奏会の主催であるＩ女声合唱団の団長に対して，
調査内容について文書と口頭で説明を行い，理解と
協力を求めた。団長の承諾を得た後に，虫明から団
員全員へ文書と口頭で調査内容の説明を行い，団員
の同意を得た。団員に対しては調査用紙の配布と回
収を行った。調査の対象となった団員には，調査結
果の論文への使用の了解を得ている。なお，本研究
は，岡山大学大学院教育学研究科倫理委員会で調査
の実施が承認されている。

Ⅲ．分析と結果
１．分析方法
　本稿では，SCATによる分析方法を用いる。SCAT
（Steps for Coding Theorization）とは，質的データ
の分析の難しさの問題を克服するために開発された
手法である⑸。SCATでは，マトリクスの中にセグ
メント化したデータを記述し，それぞれデータに，

下記の①～④の順にコードを考え付していく４段階
のコーディングと，④のテーマ・構成概念を紡いで
ストーリー・ラインを記述し，そこから理論を記述
する手続きとからなる分析方法である⑹。

　①データの中の注目すべき語句
　②それを言いかえるためのテクスト外の語句
　③それを説明するようなテクスト外の概念
　④そこから浮かび上がるテーマ・構成概念

　この手法は，１つだけの事例のデータ等，比較的
小さな質的データの分析にも有効である⑺ことか
ら，本研究において調査した個々人のアンケート結
果の分析に適していると考えた。
　本稿では，主に演奏会前，演奏会中，演奏会後の
個々人内の意識の変容に焦点を当てるため，演奏会
前についての設問３「演奏会の練習過程で感じてこ
られたこと」，演奏会中についての設問４「演奏会
の本番中に感じられたこと」，演奏会後についての
設問５「演奏会を終了して感じられたこと」及び設
問６「これまでの演奏会と違ったところ」の自由記
述を分析の対象とした。分析にあたっては，虫明・
早川の２名で行い進めた。
　なお，個々人のデータ分析の前に，初めに設問３
の回答内容25名分をSCATの手法で分析し，浮か
び上がったそれぞれの団員の分析結果④テーマ・構
成概念について，特徴と共通項を導き出しグルーピ
ングした。本稿では，それぞれのグループに該当す
る団員を１人ずつ抽出して，個別の分析結果を示し
ながら報告する。これは，演奏会前の合唱活動につ
いての個々人の異なる意識が，演奏会によってどの
ように変容したのかを明らかにするためである。

２．分析結果
（１）練習過程（演奏会前）における意識の傾向
　ここでは，前述のとおり，練習過程（演奏会前）
における意識の傾向を把握するために，25名全員
分の設問３の回答内容をSCATで分析した。
　分析によって浮上した④のテーマ・構成概念につ
いて見ていくと，練習過程（演奏会前）におけるそ
れぞれの団員の意識を，主に４つのカテゴリーに分
類することができた。まず１つ目が，練習参加への
意識，練習参加についての団員内の温度差，練習参
加への物理的環境（背景），団員としての自覚等，「合
唱活動を持続させるための環境と練習参加の重要
性」についての意識のカテゴリー，２つ目は，指導
者による指導内容，指導者の役割，指導による意識
の向上等，「合唱団における指導者の存在意義」に
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ついての意識のカテゴリー，３つ目は，練習の内容
と方法，合唱曲のレベル，合唱における基本的な知
識と技術力，合唱の意義と音楽観等，「合唱活動の
内容面（練習内容や習得状況）」についての意識の
カテゴリー，４つ目は，その他（複合的意識，個人
特有の意識等），となった。
　次に，１～３のカテゴリーに分類された団員の中

から，各カテゴリー１名ずつ抽出し（カテゴリー１
～３に該当するそれぞれの団員を団員Ａ，団員Ｂ，
団員Ｃとする），それぞれの意識の変容の具体につ
いて報告する。以下の表１・表２・表３は，設問３
～６（演奏会前・演奏会中・演奏会後）についての
３名の自由記述の，SCATによる分析（４段階のコー
ディング）の結果（抜粋）を示している。

表１　団員Ａの合唱活動に対する意識の変容についてのSCATの分析ワークシート
発話者
（設問）

テクスト 〈1〉テクスト中の
注目すべき語句

〈2〉テクスト中の
語句の言いかえ

〈3〉左を説明する
ようなテクスト外
の概念

〈4〉テーマ・構成
概念（前後や全体
の文脈を考慮して）

設問３ 今回のコンサートの練習過程で，感じてこられたことは何か
団員A イウスは，高橋先生に個別に発声指導

をしていただけるとても贅沢なありが
たい合唱団です。

個別に発声指導を
していただけると
ても贅沢なありが
たい合唱団

合唱団の特別感・
優位さ（発声指導）

合唱団固有の特徴
と意義

合唱団への特別な
帰属意識
合唱技術の基本

団員A でも，コンサートの１か月前になって
も全員が揃うことなく，両先生から厳
しいお言葉をいただきました。団長が
その日の練習内容をメールで報告して
くださいましたが，やはり練習参加に
勝るものはありません。

１ヶ月前になって
も全員が揃うこと
なく
メールで報告
練習参加に勝るも
のはありません

練習参加への意欲
の無さについての
不満
練習の意味

合唱団固有の背景
（多業種による練習
参加の困難性）

合唱への参加を制
約する物理的環境
団員の温度差

団員A メゾは，１か月前からカラオケで２回
ほど７時～ 10時過ぎまで個別にパート
練習をしました。特別することで，パー
トのつながりや曲への不安も解消しま
したが，ぎりぎりになっての特別より
も余裕があったらと思いました。

パート練習
パートのつながり
や曲への不安も解
消

練習の補足
不安の解消

合唱の向上に向け
ての練習

練習状況の改善

設問４ コンサートの本番中に感じられたことは何ですか
団員A 先生の指揮（表情と指先）で，魔法に

かかったようにとても気持ちよく，心
をこめて歌うことができました。指揮
の素晴らしさを実感させていただきま
した。

先生の指揮
魔法
心を込めて歌う
指揮の素晴らしさ

指揮と表現の関係
性
本番の超越体験

指導者（指揮者）
の役割
演奏者（歌い手）
の役割
本番の超越体験

本番中における指
揮者と歌い手の超
越的な体験

設問５ コンサートが終了して感じられたことは何ですか
団員A 充実感がありました。今回の曲は，ほ

ぼ暗譜していましたので，終了後も曲
目をよく口ずさんでいました。

充実感
ほぼ暗譜
よく口ずさむ

コンサート後の心
理的状態
楽曲との親近感

コンサートの意義
演奏楽曲と自分と
の関係

演奏会の成就
音楽の身体的浸透

団員A 団長をはじめコンサート終了までの各
役員・個々の団結も素晴らしいと思い
ました。

各役員・個々の団
結

コンサートまでの
団員のあり方につ
いての肯定的評価

役員と団員の役割
とあり方

今までの個々の課
題を超越した状況

設問６ これまでのコンサートと違ったところは何でしたか
団員A 私は６回から参加で今回で２回目です。

前回は主人が入退院を繰り返し，療養
中ということもあり，練習をお休みす
ることもありましたが，今回は前回よ
りも沢山練習に参加しました。

主人が入退院・療
養中
練習をお休みする
前回より沢山練習
に参加

練習参加可能な背
景

個人の背景（家族
のこと）

合唱参加を制約す
る物理的環境（家
族）

団員A 先生の個別の発声指導の積み重ねもあ
り，前回よりも安心してステージに立
つことができました。練習を休まずに
が基本だと思っているのを続けたいと
思います。

個別の発声練習
積み重ね
安心してステージ
に立つ
練習を休まずに

練習内容と継続 
本番へ向けた練習
の意義

合唱における個別
の発声練習とその
継続の大切さ
練習が本番に活か
されるという実感

練習継続による技
能の高まりと達成
感

表２　団員Ｂの合唱活動に対する意識の変容についてのSCATの分析ワークシート
発話者
（設問）

テクスト 〈1〉テクスト中の
注目すべき語句

〈2〉テクスト中の
語句の言いかえ

〈3〉左を説明する
ようなテクスト外
の概念

〈4〉テーマ・構成
概念（前後や全体
の文脈を考慮して）

設問３ 今回のコンサートの練習過程で，感じてこられたことは何か
団員B 毎回の発声練習（特に個人に合わせた

もの）は，大変効果があり，みんなの
響きが良くなっていくのを実感できま
した。それに伴い，全体のハーモニー
が美しい！と感じる時間が増えていっ
たと思います。回を重ねるたびに，確
実に上手になっていると感じています。

発声練習（特に個
人に合わせたもの）
は大変効果があり
全体のハーモニー
が美しい！と感じ
る時間が増え
確実に上達

個別発声練習の効
果
上達の喜び
個人の上達が全体
の合唱の上達へ与
える影響

練習の効果と達成
感
個々人の技能に
よって成り立つ合
唱としてのハーモ
ニーの大切さ

個々の技能面の向
上の必要性
個々の技術面の向
上による合唱ハー
モニーの美的向上
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2018年の第７回チャリティコンサートへ参加した
合唱団員25名を対象に行った。調査対象者の年齢は，
40代５名，50代７名，60代10名，70代３名の計25
名となっている。また，この合唱団の特徴として，
様々な職種によるメンバーから構成されていること
が挙げられる（虫明，2015）⑶。その職種と人数は，
教員（小・中・大等）９名，自営業（弁護士，法律
事務職員，デザイン事務所，英語スクール代表）４
名，会社員２名，パートタイマー３名，専業主婦４
名，その他３名（薬剤師，理学療法士，自営フリー
ランス）である。在団期間は，２年～３年が２名，
４年～５年が３名，５年以上が11名，10年以上が
９名，さらに，チャリティコンサートの参加回数に
ついては，全７回のうち，１回参加が１名，２回参
加が４名，３回参加が４名，４回参加が３名，５回
参加が５名，６回参加が１名，７回全て参加が７名
となっており，ほとんどのメンバーが活動を継続し
ていることがわかる⑷。

２．調査期間と調査内容
　調査期間は，演奏会終了後の2018年11月15日～
2018年11月30日となっている。調査内容は，主に，
合唱活動の動機（選択式），練習過程の感想（自由
記述式），本番中の感想（自由記述式），終了後の感
想（自由記述式），これまでのコンサートとの相違（自
由記述式），継続希望（５件法式），課題（２項目，
自由記述式），演奏曲目の感想（自由記述式）とし
た（虫明，2020）。

３．倫理的配慮
　虫明（2020）に示したように，本調査では，まず，
演奏会の主催であるＩ女声合唱団の団長に対して，
調査内容について文書と口頭で説明を行い，理解と
協力を求めた。団長の承諾を得た後に，虫明から団
員全員へ文書と口頭で調査内容の説明を行い，団員
の同意を得た。団員に対しては調査用紙の配布と回
収を行った。調査の対象となった団員には，調査結
果の論文への使用の了解を得ている。なお，本研究
は，岡山大学大学院教育学研究科倫理委員会で調査
の実施が承認されている。

Ⅲ．分析と結果
１．分析方法
　本稿では，SCATによる分析方法を用いる。SCAT
（Steps for Coding Theorization）とは，質的データ
の分析の難しさの問題を克服するために開発された
手法である⑸。SCATでは，マトリクスの中にセグ
メント化したデータを記述し，それぞれデータに，

下記の①～④の順にコードを考え付していく４段階
のコーディングと，④のテーマ・構成概念を紡いで
ストーリー・ラインを記述し，そこから理論を記述
する手続きとからなる分析方法である⑹。

　①データの中の注目すべき語句
　②それを言いかえるためのテクスト外の語句
　③それを説明するようなテクスト外の概念
　④そこから浮かび上がるテーマ・構成概念

　この手法は，１つだけの事例のデータ等，比較的
小さな質的データの分析にも有効である⑺ことか
ら，本研究において調査した個々人のアンケート結
果の分析に適していると考えた。
　本稿では，主に演奏会前，演奏会中，演奏会後の
個々人内の意識の変容に焦点を当てるため，演奏会
前についての設問３「演奏会の練習過程で感じてこ
られたこと」，演奏会中についての設問４「演奏会
の本番中に感じられたこと」，演奏会後についての
設問５「演奏会を終了して感じられたこと」及び設
問６「これまでの演奏会と違ったところ」の自由記
述を分析の対象とした。分析にあたっては，虫明・
早川の２名で行い進めた。
　なお，個々人のデータ分析の前に，初めに設問３
の回答内容25名分をSCATの手法で分析し，浮か
び上がったそれぞれの団員の分析結果④テーマ・構
成概念について，特徴と共通項を導き出しグルーピ
ングした。本稿では，それぞれのグループに該当す
る団員を１人ずつ抽出して，個別の分析結果を示し
ながら報告する。これは，演奏会前の合唱活動につ
いての個々人の異なる意識が，演奏会によってどの
ように変容したのかを明らかにするためである。

２．分析結果
（１）練習過程（演奏会前）における意識の傾向
　ここでは，前述のとおり，練習過程（演奏会前）
における意識の傾向を把握するために，25名全員
分の設問３の回答内容をSCATで分析した。
　分析によって浮上した④のテーマ・構成概念につ
いて見ていくと，練習過程（演奏会前）におけるそ
れぞれの団員の意識を，主に４つのカテゴリーに分
類することができた。まず１つ目が，練習参加への
意識，練習参加についての団員内の温度差，練習参
加への物理的環境（背景），団員としての自覚等，「合
唱活動を持続させるための環境と練習参加の重要
性」についての意識のカテゴリー，２つ目は，指導
者による指導内容，指導者の役割，指導による意識
の向上等，「合唱団における指導者の存在意義」に
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団員B 先生に「こういうふうにイメージして」
と助言をいただくだけで，すぐに良く
なるので，びっくりすることもありま
す。ただ，歌い始めから気を付けて歌
えるとなお良いのですが。

先生に助言をいた
だくだけで，すぐ
に良くなる
歌い始めから気を
つけて歌えるとな
お良い

先生の指導助言の
効果

指導者の指導助言
の必要性

合唱活動における
指導者の助言の的
確さと効果
合唱そのものを良
くしたいという向
上心

設問４ コンサートの本番中に感じられたことは何ですか
団員B 立ち位置が近かったので，他のパート

の音がよく聴こえて，歌いやすかった
です。また，みんなの気迫も感じるこ
とができました。

立ち位置
音がよく聴こえて
歌いやすかった
気迫も感じる

合唱本番の隊形
音環境と歌いやす
さ
歌い手同士の歌へ
向かう姿勢

本番の音環境
空間と立ち位置に
よる音響と演奏者
同士の関係性

コンサート会場の
物理的環境
団員の精神的な相
互作用
本番の良好な歌唱
状況

設問５ コンサートが終了して感じられたことは何ですか
団員B 終った瞬間，充実感と達成感を感じま

した。自分の中で歌い切ったという満
足感がありした。このメンバーで歌え
てよかったと心の底から思いました。

充実感と達成感
歌いきったという
満足感
このメンバーで歌
えてよかった

本番終了後の心理
的状況
本番の達成度

コンサート後の心
理的状態

個人内の肯定的評
価
合唱団員としての
自覚と喜びの再確
認
コンサートがもた
らすwellbeing（幸
福感）

設問６ これまでのコンサートと違ったとところは何でしたか
団員B 自分の中で暗譜できた曲も多かったの

で，その分達成感があったのかもと感
じています。

暗譜できた曲も多
かった
達成感があった

暗譜と達成感の関
係

楽曲との距離と達
成感

楽曲の身体的浸透
によって生じる達
成感

団員B しかし，何より高橋先生の指揮に魅了
され，まるで催眠術にかかったように
波長が合い，今までで一番（合唱人生
の中で）歌いやすかったです。頭は冷
静でしたが，体が大変心地良く，のび
のび歌っていました。

指揮に魅了され
催眠術にかかった
ように
歌いやすかった

指揮者の存在と指
揮の役割
指揮による歌（表
現）への没頭

指揮者による表現
の変容

指揮による心身の
開放表現の変容を
促す指揮の影響力

表３　団員Ｃの合唱活動に対する意識の変容についてのSCATの分析ワークシート
発話者
（設問）

テクスト 〈1〉テクスト中の
注目すべき語句

〈2〉テクスト中の
語句の言いかえ

〈3〉左を説明する
ようなテクスト外
の概念

〈4〉テーマ・構成
概念（前後や全体
の文脈を考慮して）

設問３ 今回のコンサートの練習過程で，感じてこられたことは何か
団員C 一定のレベルに達したと思った曲も，

別の練習日には上手くいかないことが
多く，練習の仕方，特にパート練習や
団員練習の充実が必要だと感じていま
した。団員が揃って練習できる機会が
少ないためか，あるいは集中度が足り
ないためか，計画通りに練習を進めて
いくと，結果として中途半端な仕上が
りになってしまう曲が多くなったよう
に感じました。

練習の仕方
パート練習や団員
練習の充実が必要
中途半場な仕上が
り

練習内容や方法の
充実の必要性
練習内容や方法と
習得の状況

練習環境や練習内
容のあり方

合唱の練習法の難
しさと課題

団員C 指導してくださった先生も，毎回練習
のスタート時点で，前回と同じレベル
から私たちを指導することになったと
ことと思います。録音したものを家で
聞くと，そのことがとてもはっきりと
わかりました。今までのコンサートで
は感じたことがない不安がありました。

前回と同じレベル
から私たちを指導
する
今までのコンサー
トでは感じたこと
がない不安

指導内容が身につ
いていない状況
コンサートへの不
安

習得状況とコン
サートへの意識の
関係

習得度の不安定さ
の認識

設問４ コンサートの本番中に感じられたことは何ですか
団員C 午前中のリハーサルでも上手くいかな

かったので，少し不安でした。
リハーサルでもう
まくいかなかった
少し不安

リハーサルの出来
具合がもたらす精
神状態

本番前の精神状態
の要因

本番前の精神状態
の要因

団員C でも，本番で「鴎」は，練習では一度
も感じたことがないほど，みんなの気
持ちがこもっていて，歌っていても気
持ちが高揚しました。これも先生の指
揮のなせる業だと感じました。本番は
先生の指揮に導かれるままに，みんな
の気持ちが集中し，歌っているという
一体感を感じました。先生からは今ま
でにない本気度が伝わってきて，指揮
のままに歌った！というのが正直な感
想です。そして充実感と合唱する喜び
が感じられました。

練習では一度も感
じたことがない
気持ちが高揚
先生の指揮のなせ
る業
一体感
指揮のままに歌っ
ていた
充実感と合唱する
喜び

本番による超越的
体験
指揮者と演奏者の
一体感
一体感による合唱
の充実

練習と本番との違
い
音楽へのフロー状
態
頼れるものは指揮
者という認識

指揮者への信頼
会場（空間），観客，
高揚感の相乗効果
複合的変容
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（２ ）合唱活動に対する意識の変容についてのストー
リー・ライン

　次に，上記の表１，表２，表３に示したそれぞれ
の団員の分析結果【④テーマ・構成概念】に基づい
て，合唱活動に対する意識の変容についてのストー
リー・ラインを以下のように構成した。

①団員Ａの場合
　団員Ａは，【合唱団への特別な帰属意識】を抱い
ている。それは，【合唱技術の基本】である個別の
発声練習が，経験を積んだ指導者によって行われて
いる団体だからである。多業種のメンバーによる合
唱団であるため，団員それぞれの【合唱への参加を
制約する物理的環境】によって，練習へ参加ができ
ない団員に対して不満を抱き【団員の温度差】を感
じていた。そのような状況の中でも団員Aは，パー
ト練習の機会を別に設ける等【練習状況の改善】を
図り頑張ろうとする意識が読み取れる。
　こうした，演奏会前に感じていたこれまでの練習
状況への不満は【本番中における指揮者と歌い手の
超越的な体験】によって，打ち消されている。
　【演奏会の成就】によって充実感を味わい，さら
には歌い続けてきたことによる【音楽の身体的浸透】
が生じている状態である。また，役員や団員の団結
についての肯定的評価もあり，【今までの個々の課
題を超越した状況】になっている。また，個々人内

でも【合唱参加を制約する物理的環境】の改善によ
り，合唱の練習や演奏会に参加できたことで，【練
習継続による技能の高まりと達成感】の関係性を再
認識することに繋がっている。

②団員Ｂの場合
　団員Ｂは，練習過程（演奏会前）において，【個々
の技術面の向上の必要性】を感じ，【個々の技術面
の向上による合唱ハーモニーの美的向上】について
実感を伴いながら練習を進めるなど，主として合唱
活動における内容面やその上達に肯定的な意識を向
けている。特に，【合唱活動における指導者の助言
の的確さと効果】についての期待が大きく，【合唱
そのものを良くしたいという向上心】を持って取り
組んでいる。
　コンサートの演奏時には，立ち位置や音の聴こえ
等【コンサート会場での物理的環境】をはじめ，そ
の環境が生み出す【団員の精神的な相互作用】等，【本
番の良好な歌唱状況】へ意識が向けられている。
　演奏会終了後には，充実感，達成感，満足感といっ
た【個人内の肯定的評価】と，このメンバーで歌え
てよかったという【合唱団員としての自覚と喜びの
再確認】を行なっており，【コンサートがもたらす
wellbeing】を味わっている。また，以前よりも暗
譜が多くできていた状況を振り返り，【楽曲に対す
る把握と達成感】の関係にも気づいている。さらに

団員C 練習時には目だっていた声も，本番で
は全体に溶け込んでいて，そういう意
味でもとても歌いやすく感じました。

目立っていた声も，
本番では全体に溶
け込んで

一体感による合唱
の充実

無意識に調整され
る声

本番の演奏力の急
激な向上

設問５ コンサートが終了して感じられたことは何ですか
団員C 「合唱は楽しい！素晴らしい！」そして

「高橋先生，有難う！松下先生，有難う！
一緒に歌ったみんな，有難う！聞きに
来てくださったみなさん，有難う！」
と心から感謝しました。

合唱は楽しい！素
晴らしい！
有難う
心から感謝

心から湧き出る感
謝の気持ち

演奏直後の高揚感
と一体感

演奏会成就におけ
る高揚感と一体感
合唱活動，指導者，
仲間に対する肯定
的評価

団員C 感謝と喜び。会場が小さいと聞いてく
ださる方々との間が近くなり，一体感
のようなものが感じられるのかな，と
か，舞台から降りて客席の直ぐそばで
「上を向いて歩こう」を一緒に歌ったか
ら，聞いてくださった方々おひとりお
一人の顔が見え一層そのように感じた
のかなどと思いました。

聞いてくださる
方々との間が近く
一体感

演奏者と聴取者の
一体感

演奏会という環境
要因がもたらすも
の

日頃の合唱練習で
は経験できない演
奏者と観客との関
係性

設問６ これまでのコンサートと違ったとところは何でしたか
団員C 今まではコンサートが近くなると直前

まで練習日以外にも練習し，それなり
に自分たちでも揃ってきたと感じると
ころまでになりました。今回は決めら
れた練習日以外練習しませんでした。
そのためか，コンサート当日も不安が
ありました。不安が的中し，午前のリ
ハーサルは不調でした。

今回は決められた
練習日以外練習し
ませんでした
コンサート当日も
不安
不安が的中
リハーサルは不調

練習状況と本番前
の精神状態との関
係性

練習から本番まで
のあり方

練習から本番まで
のプロセス
本番前の不調によ
る心理的不安

団員C 後から先生が本番までの2時間，何がで
きるかあらゆることを考えましたとい
う趣旨のことを言われましたが，先生
の指揮からは「強い意志」と迫ってく
るとでもいうか「迫力」が伝わってき
ました。過去の指揮では感じたことが
ありません。

何ができるか
先生の指揮からは
「強い意志」「迫力」
過去の指揮では感
じたことがありま
せん

指揮の力
指導者の精神性の
伝授

指揮者，指導者が
伝えること

指揮者の技術的，
精神的リード
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団員B 先生に「こういうふうにイメージして」
と助言をいただくだけで，すぐに良く
なるので，びっくりすることもありま
す。ただ，歌い始めから気を付けて歌
えるとなお良いのですが。

先生に助言をいた
だくだけで，すぐ
に良くなる
歌い始めから気を
つけて歌えるとな
お良い

先生の指導助言の
効果

指導者の指導助言
の必要性

合唱活動における
指導者の助言の的
確さと効果
合唱そのものを良
くしたいという向
上心

設問４ コンサートの本番中に感じられたことは何ですか
団員B 立ち位置が近かったので，他のパート

の音がよく聴こえて，歌いやすかった
です。また，みんなの気迫も感じるこ
とができました。

立ち位置
音がよく聴こえて
歌いやすかった
気迫も感じる

合唱本番の隊形
音環境と歌いやす
さ
歌い手同士の歌へ
向かう姿勢

本番の音環境
空間と立ち位置に
よる音響と演奏者
同士の関係性

コンサート会場の
物理的環境
団員の精神的な相
互作用
本番の良好な歌唱
状況

設問５ コンサートが終了して感じられたことは何ですか
団員B 終った瞬間，充実感と達成感を感じま

した。自分の中で歌い切ったという満
足感がありした。このメンバーで歌え
てよかったと心の底から思いました。

充実感と達成感
歌いきったという
満足感
このメンバーで歌
えてよかった

本番終了後の心理
的状況
本番の達成度

コンサート後の心
理的状態

個人内の肯定的評
価
合唱団員としての
自覚と喜びの再確
認
コンサートがもた
らすwellbeing（幸
福感）

設問６ これまでのコンサートと違ったとところは何でしたか
団員B 自分の中で暗譜できた曲も多かったの

で，その分達成感があったのかもと感
じています。

暗譜できた曲も多
かった
達成感があった

暗譜と達成感の関
係

楽曲との距離と達
成感

楽曲の身体的浸透
によって生じる達
成感

団員B しかし，何より高橋先生の指揮に魅了
され，まるで催眠術にかかったように
波長が合い，今までで一番（合唱人生
の中で）歌いやすかったです。頭は冷
静でしたが，体が大変心地良く，のび
のび歌っていました。

指揮に魅了され
催眠術にかかった
ように
歌いやすかった

指揮者の存在と指
揮の役割
指揮による歌（表
現）への没頭

指揮者による表現
の変容

指揮による心身の
開放表現の変容を
促す指揮の影響力

表３　団員Ｃの合唱活動に対する意識の変容についてのSCATの分析ワークシート
発話者
（設問）

テクスト 〈1〉テクスト中の
注目すべき語句

〈2〉テクスト中の
語句の言いかえ

〈3〉左を説明する
ようなテクスト外
の概念

〈4〉テーマ・構成
概念（前後や全体
の文脈を考慮して）

設問３ 今回のコンサートの練習過程で，感じてこられたことは何か
団員C 一定のレベルに達したと思った曲も，

別の練習日には上手くいかないことが
多く，練習の仕方，特にパート練習や
団員練習の充実が必要だと感じていま
した。団員が揃って練習できる機会が
少ないためか，あるいは集中度が足り
ないためか，計画通りに練習を進めて
いくと，結果として中途半端な仕上が
りになってしまう曲が多くなったよう
に感じました。

練習の仕方
パート練習や団員
練習の充実が必要
中途半場な仕上が
り

練習内容や方法の
充実の必要性
練習内容や方法と
習得の状況

練習環境や練習内
容のあり方

合唱の練習法の難
しさと課題

団員C 指導してくださった先生も，毎回練習
のスタート時点で，前回と同じレベル
から私たちを指導することになったと
ことと思います。録音したものを家で
聞くと，そのことがとてもはっきりと
わかりました。今までのコンサートで
は感じたことがない不安がありました。

前回と同じレベル
から私たちを指導
する
今までのコンサー
トでは感じたこと
がない不安

指導内容が身につ
いていない状況
コンサートへの不
安

習得状況とコン
サートへの意識の
関係

習得度の不安定さ
の認識

設問４ コンサートの本番中に感じられたことは何ですか
団員C 午前中のリハーサルでも上手くいかな

かったので，少し不安でした。
リハーサルでもう
まくいかなかった
少し不安

リハーサルの出来
具合がもたらす精
神状態

本番前の精神状態
の要因

本番前の精神状態
の要因

団員C でも，本番で「鴎」は，練習では一度
も感じたことがないほど，みんなの気
持ちがこもっていて，歌っていても気
持ちが高揚しました。これも先生の指
揮のなせる業だと感じました。本番は
先生の指揮に導かれるままに，みんな
の気持ちが集中し，歌っているという
一体感を感じました。先生からは今ま
でにない本気度が伝わってきて，指揮
のままに歌った！というのが正直な感
想です。そして充実感と合唱する喜び
が感じられました。

練習では一度も感
じたことがない
気持ちが高揚
先生の指揮のなせ
る業
一体感
指揮のままに歌っ
ていた
充実感と合唱する
喜び

本番による超越的
体験
指揮者と演奏者の
一体感
一体感による合唱
の充実

練習と本番との違
い
音楽へのフロー状
態
頼れるものは指揮
者という認識

指揮者への信頼
会場（空間），観客，
高揚感の相乗効果
複合的変容

− 63 −



虫明眞砂子　・　早川　倫子

− 64 −

は，今回のコンサートにおいては，【指揮による心
身の開放】を，身をもって経験し，【表現の変容を
促す指揮の影響力】を再認識している。

③団員Ｃの場合
　団員Ｃは，練習過程（本番前）において，熟達し
ていかない合唱に不安を抱き，【合唱の練習法の難
しさと課題】について常に意識を向けていた。指導
者による指導内容も身につかない状況という【習得
度の不安定さの認識】が，コンサートへの不安をさ
らにかき立てている。また，リハーサルでの不調も，
本番が不安だという【本番前の精神状態の要因】と
なっており，合唱の熟達度（出来具合）に意識が向
いている。
　そのような中でも，演奏会中には，【指揮者への
信頼】を基盤とし，【会場（空間），観客，高揚感に
よって生成される本番力】が，意識の【複合的変容】
をもたらし，演奏会を成功裏に終えることができた
ことを実感している。また，高揚感，一体感，充実
感といった心理的変容だけでなく，無意識のうちに
団員らの声が溶け込む等，【本番の演奏力の急激な
向上】も認められている。
　【演奏会成就における高揚感と一体感】の経験が，
あらゆるものへの感謝の気持ちを生じさせ，【合唱
活動，指導者，仲間に対する肯定的評価】をもたら
している。また，高揚感や一体感といったものは【日
頃の合唱練習では経験できない演奏者と観客との関
係性】によっても構築されており，その素晴らしさ
を演奏会という機会によって経験できたことを認識
している。
　【練習から本番までのプロセス】において，練習
時間が不足していたという意識がリハーサルの不調
を生じさせたこと，またそうした【本番前の不調に
よる心理的不安】が本番直前まで持続していたこと
を客観的に振り返ることができている。さらには，
本番中の【指揮者の技術的，精神的リード】が，団
員の意識と演奏力を瞬時に変容させたと認識してい
る。

（３ ）合唱活動に対する意識の変容についての理論
記述

　ここでは，上記のストーリー・ラインに基づいて
導き出した合唱活動に対する意識の変容についての
理論記述を示す。

①団員Ａの場合
・ 【合唱技術の基本】である個別の発声練習を，経
験を積んだ指導者によって行われている団体だと

いう状況は，【合唱団への特別な帰属意識】を生む。
・ 【合唱への参加を制約する物理的環境】によって，
練習への参加者が少ない状況は，団員の不満を招
き，【団員の温度差】を感じやすくする。
・ 練習が一番大切だと考えている団員は，【団員の
温度差】（不満）を感じる中でも，自主的に【練
習方法の改善】を図ろうとする。
・ 【本番中における指揮者と歌い手の超越的な体験】
は，演奏会前に感じていたこれまでの練習状況へ
の不満等を打ち消す。
・ 歌い続けてきたことによる【音楽の身体的浸透】
が，【演奏会成就】の充実感の要因となる。
・ 【演奏会の成就】が他者への評価を肯定的にする。
・ 練習に参加できたこと，その練習継続によって技
能の高まりを感じ取ることできたことは，【演奏
会成就】の充実感の要因となる。

②団員Ｂの場合
・ 合唱団員は，【個々の技術面の向上による合唱ハー
モニーの美的向上】について，自身の【個々の技
術面の向上の必要性】だけでなく，合唱団員全体
の課題として意識する。
・ 【合唱そのものを良くしたいという向上心】は，【合
唱活動における指導者の助言の的確さと効果】を
求める。
・ 【合唱そのものを良くしたいという向上心】は，
立ち位置や音の聴こえ等【コンサート会場での物
理的環境】をはじめ，【団員の精神的な相互作用】
等，【本番の良好な歌唱状況】を構成する要因へ
意識を向かわせる。
・ 演奏会終了後の【個人内の肯定的評価】は，他者
に対する肯定的評価を生む。
・ 演奏会終了後の【個人内の肯定的評価】は，個人
内の達成プロセスの具体的評価を可能とする。
・ 【指揮による心身の開放】等，身体を介した音楽
的経験は，その後の合唱活動に大きな影響力を持
つ。

③団員Ｃの場合
・ 合唱が熟達しない状況にある場合，【合唱の練習
法の難しさと課題】へ意識が向く。
・ 指導者による指導内容も身につかない状況という
【習得度の不安定さの認識】が，コンサートへの
不安を生じさせる。
・ リハーサルでの不調は，本番が不安だという【本
番前の精神状態の要因】となる。
・ 演奏会中には，【指揮者への信頼】を基盤とし，【会
場（空間），観客，高揚感によって生成される本
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番力】が生じることがある。
・ 【指揮者への信頼】を基盤とし，【会場（空間），
観客，高揚感によって生成される本番力】は，意
識の【複合的変容】をもたらす。
・ 演奏中の高揚感，一体感，充実感といった心理的
充足が，【本番の演奏力の急激な向上】をもたらす。
・ 【演奏会成就における高揚感と一体感】の経験が，
あらゆるものへの感謝の気持ちや，【合唱活動，
指導者，仲間に対する肯定的評価】をもたらす。
・ 高揚感や一体感といった心理的充足は，【日頃の
合唱練習では経験できない演奏者と観客との関係
性】によっても構築される。
・ 【練習から本番までのプロセス】における練習時
間の不足という意識が，リハーサルの不調を生じ
させる。
・ 【本番前の不調による心理的不安】は，本番直前
まで持続する可能性がある。
・ 本番中の【指揮者の技術的，精神的リード】が，
団員の意識と演奏力を瞬時に変容させる力を持つ。

Ⅳ．総合考察
（１）３名の分析結果に見られる特徴
　本稿では，合唱演奏会を契機とした合唱団員の意
識の変容について，団員3名に焦点を当ててSCAT
を用いて分析を行ってきた。
　３名については，演奏会前→演奏会中→演奏会後
に，以下のような意識の変容の特徴が見られる。

①団員Ａの場合
・ 演奏会前：合唱団についての特別な帰属意識が強
く，団員が練習に揃わないという「合唱活動を持
続させるための環境と練習参加の重要性」を認識
していない団員の態度に否定的な意識を持ってい
る。
・ 演奏会中：指揮者と団員による今までにない超越
的な体験によって否定的な意識は一気に打ち消さ
れている。
・ 演奏会後：音楽的達成度はもとより，団員への信
頼や感謝の意識が向けられている。

②団員Ｂの場合
・ 演奏会前：個々の技術面の向上と合唱全体として
の美的向上が相互に成り立っている点に関心があ
り，指導者の的確な助言の必要性を感じる等「合
唱団における指導者の存在意義」について意識が
向けられている。
・ 演奏会中：コンサート会場の物理的環境等へ意識
が向いており，客観的に本番の歌唱状況を認識で

きている。
・ 演奏会後：演奏前にも感じていた指導者（指揮者）
の重要性についての意識は，演奏会中に指揮の影
響力を目の当たりにしたことによって，演奏会後
もさらに高められている。

③団員Ｃの場合
・ 演奏会前：「合唱活動の内容面（練習内容や習熟
状況）」に意識を向けており，その出来具合によっ
て精神的にも不安な状態が生じている。
・ 演奏会中：指揮者への信頼を基盤に，会場（空間），
観客，それに伴う高揚感によって，今までに経験
したことのない本番力を発揮したことを認識して
いる。
・ 演奏会後：あらゆるものへの感謝の気持ち等，肯
定的評価へ意識が変容している。特に，団員，観
客，指揮者との一体感が，演奏力へもつながった
と認識している。

　このように，３名のそれぞれの特徴をまとめてい
くと，共通点として，演奏会前にそれぞれに異なる
方向へ向けられていた意識は，演奏会中の超越的な
体験によって，演奏会終了後には，個人内の充実感，
達成感，満足感に加えて，団員や指揮者との一体感
等関係性へ向けられていることが挙げられる。竹重
（2009）は，合唱の本質について次のように捉えて
いる。「仲間や指導者との感動的な交流，心のふれ
あい，どうしたって離れたくなくなる。中略。心の
奥深いところで叫び続ける声。合唱人が共通して併
せ持つ目に見えない普遍性から導かれる何かがある
のではないか。」さらに，竹重（2009）は，「合唱は
個人を非常に大切にする営み，相手と周囲を尊重す
る活動である」とも述べている⑻。
　このように，合唱音楽による感動体験は，音楽的
評価を超えて，さらに人と人とが強力に繋がり合う
意識を高めるものと考えられる。

（２）練習頻度と意識の変容との関係性
　虫明（2020）の分析結果と今回の団員Ａの結果に
も見られるように，練習参加への頻度はＩ女声合唱
団にとって大きな課題となっている。今回，分析結
果を報告した３名の団員については，日頃から合唱
練習への出席率が高く，社会的活動へ貢献する合唱
団としての意義を認めつつも，合唱そのものを楽し
んだり，合唱の美的追究に重きを置いて活動したり
しているメンバーであったことから，前述のような
意識の変容の特徴が認められたが，練習頻度の多少
が意識の変容の様相に関連しているのだろうか。こ
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は，今回のコンサートにおいては，【指揮による心
身の開放】を，身をもって経験し，【表現の変容を
促す指揮の影響力】を再認識している。

③団員Ｃの場合
　団員Ｃは，練習過程（本番前）において，熟達し
ていかない合唱に不安を抱き，【合唱の練習法の難
しさと課題】について常に意識を向けていた。指導
者による指導内容も身につかない状況という【習得
度の不安定さの認識】が，コンサートへの不安をさ
らにかき立てている。また，リハーサルでの不調も，
本番が不安だという【本番前の精神状態の要因】と
なっており，合唱の熟達度（出来具合）に意識が向
いている。
　そのような中でも，演奏会中には，【指揮者への
信頼】を基盤とし，【会場（空間），観客，高揚感に
よって生成される本番力】が，意識の【複合的変容】
をもたらし，演奏会を成功裏に終えることができた
ことを実感している。また，高揚感，一体感，充実
感といった心理的変容だけでなく，無意識のうちに
団員らの声が溶け込む等，【本番の演奏力の急激な
向上】も認められている。
　【演奏会成就における高揚感と一体感】の経験が，
あらゆるものへの感謝の気持ちを生じさせ，【合唱
活動，指導者，仲間に対する肯定的評価】をもたら
している。また，高揚感や一体感といったものは【日
頃の合唱練習では経験できない演奏者と観客との関
係性】によっても構築されており，その素晴らしさ
を演奏会という機会によって経験できたことを認識
している。
　【練習から本番までのプロセス】において，練習
時間が不足していたという意識がリハーサルの不調
を生じさせたこと，またそうした【本番前の不調に
よる心理的不安】が本番直前まで持続していたこと
を客観的に振り返ることができている。さらには，
本番中の【指揮者の技術的，精神的リード】が，団
員の意識と演奏力を瞬時に変容させたと認識してい
る。

（３ ）合唱活動に対する意識の変容についての理論
記述

　ここでは，上記のストーリー・ラインに基づいて
導き出した合唱活動に対する意識の変容についての
理論記述を示す。

①団員Ａの場合
・ 【合唱技術の基本】である個別の発声練習を，経
験を積んだ指導者によって行われている団体だと

いう状況は，【合唱団への特別な帰属意識】を生む。
・ 【合唱への参加を制約する物理的環境】によって，
練習への参加者が少ない状況は，団員の不満を招
き，【団員の温度差】を感じやすくする。
・ 練習が一番大切だと考えている団員は，【団員の
温度差】（不満）を感じる中でも，自主的に【練
習方法の改善】を図ろうとする。
・ 【本番中における指揮者と歌い手の超越的な体験】
は，演奏会前に感じていたこれまでの練習状況へ
の不満等を打ち消す。
・ 歌い続けてきたことによる【音楽の身体的浸透】
が，【演奏会成就】の充実感の要因となる。
・ 【演奏会の成就】が他者への評価を肯定的にする。
・ 練習に参加できたこと，その練習継続によって技
能の高まりを感じ取ることできたことは，【演奏
会成就】の充実感の要因となる。

②団員Ｂの場合
・ 合唱団員は，【個々の技術面の向上による合唱ハー
モニーの美的向上】について，自身の【個々の技
術面の向上の必要性】だけでなく，合唱団員全体
の課題として意識する。
・ 【合唱そのものを良くしたいという向上心】は，【合
唱活動における指導者の助言の的確さと効果】を
求める。
・ 【合唱そのものを良くしたいという向上心】は，
立ち位置や音の聴こえ等【コンサート会場での物
理的環境】をはじめ，【団員の精神的な相互作用】
等，【本番の良好な歌唱状況】を構成する要因へ
意識を向かわせる。
・ 演奏会終了後の【個人内の肯定的評価】は，他者
に対する肯定的評価を生む。
・ 演奏会終了後の【個人内の肯定的評価】は，個人
内の達成プロセスの具体的評価を可能とする。
・ 【指揮による心身の開放】等，身体を介した音楽
的経験は，その後の合唱活動に大きな影響力を持
つ。

③団員Ｃの場合
・ 合唱が熟達しない状況にある場合，【合唱の練習
法の難しさと課題】へ意識が向く。
・ 指導者による指導内容も身につかない状況という
【習得度の不安定さの認識】が，コンサートへの
不安を生じさせる。
・ リハーサルでの不調は，本番が不安だという【本
番前の精神状態の要因】となる。
・ 演奏会中には，【指揮者への信頼】を基盤とし，【会
場（空間），観客，高揚感によって生成される本
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こでは，以下のように団員を２群（練習頻度多と練
習頻度少）に分けて，本番前中後及び変化において
語句・文節に分類した件数をそれぞれ累計した（表
４）。そして，変容の傾向をグラフに表し，グラフ
の形状に注目することにより検討した（図１，図２）。
　図１に示したように，練習頻度が多めの団員らの
意識の変容からは，本番前から本番中は特に「指導
者・指導内容」において意識が高く，本番後の変化
についても，練習頻度が少ないメンバーに比べて，
「指導者・指導内容」への意識が高いことがわかる。
また，本番後の「個々の思い」の変化の動きは大き
く，練習を継続的に進めてきたからこその心理的変
容が現れていると読み取ることができる。蟹江
（2004）は，合唱指揮者で作曲家である松下耕の合
唱指導実践法を例に挙げ，「指導者は，一人ひとり
に何が必要なのかを常に考え，リハーサル・ビルディ
ングを行い，相手の状態によってその指導方法を臨
機応変に変容させる」と述べている（p.9）⑼。この
ような練習の積み重ねの中で繰り広げられる指揮者
と団員の音楽的コミュニケーションによって，音楽

的向上と信頼関係が高まり，最終的な演奏発表の場
が存在するといえるだろう。
　一方で，図２に示したように，練習頻度が少ない
メンバーにおいては，合唱団としての社会的な活動
に意義を見出して参加している場合が多いが，美的
追究に関わる「指導者との関わりや指導内容」の重
要性を本番後もあまり意識していない傾向にあるこ
とが読み取れる。また，「個々の思い」の変容につ
いても大きな上昇傾向は見られず，感動体験の度合
いが低い傾向にあるのではないかと推察された。
　さらに，本番中においては，どちらの群も「指導
者・指導内容」への意識が高いことが読み取れるが，
本番中における指導者（指揮者）の役割の重要性を
示唆している。

（３）まとめ
　今日，合唱団としての社会的活動等，音楽外的な
意義を動因として，合唱を行う人は多いが，今回分
析した事例のように，演奏会前には合唱活動に対し
て異なる方向性を有していた意識が，演奏会を契機

表4　団員の練習頻度比較による本番前中後及び変化における語句・文節の分類件数
本番前 本番中 本番後 変化

累計
個々の団員の練習頻度 多 少 多 少 多 少 多 少
練習方法・内容 32 21 3 0 1 8 14 5 84
団員・仲間 28 11 18 8 12 3 17 4 101
指導者・指導内容 34 5 50 20 8 2 19 1 139
合唱技術・特質 36 13 13 7 12 2 17 7 107
個々の思い 41 26 47 22 55 21 30 6 248
その他 5 2 9 5 6 3 6 3 39
累計 176 78 140 62 94 39 103 26 718
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：虫明（2020, p.49）を参考に作成している。
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として変容することを示した。このような変容が生
じた背景には，合唱としての日々の美的追究があり，
それ無くしては，本番における感動体験は生じ得な
かったと考える。そして，その美的感動体験こそが，
団員や指導者をはじめとした人間関係を確固とし，
その後の継続的な合唱活動へのエネルギーとなって
繋がっていくものと考える。
　今後は，演奏会の達成感を生む要因について，音
楽内的要因と音楽外的要因のそれぞれの視点からさ
らに調査・検討するとともに，その達成感の度合い
や内的要素が，その後の合唱活動や，団員と指揮者
の良好な人間関係の構築にどのように影響を及ぼす
のかについても検討していきたい。
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示唆している。

（３）まとめ
　今日，合唱団としての社会的活動等，音楽外的な
意義を動因として，合唱を行う人は多いが，今回分
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て異なる方向性を有していた意識が，演奏会を契機
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